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ドイツ・デュッセルドルフ大学での日本語教育実習報告 

 

梅下 華琳 

 

1． はじめに 

本稿は 2023 年 10 月から 2024 年 7 月にドイツの

デュッセルドルフ大学（正式名称ハインリッヒ・ハ

イネ大学）の現代日本学科（Modernes Japan、以下

Mojaと略す）において行われた、日本語教育実習の

報告である。デュッセルドルフは、ドイツ北西部に

位置する都市で、ノルトラインウェストファーレン

州の州都である。多くの日系企業が進出しており、

ヨーロッパで 3 番目に日本人が多い町として知られ

ている。デュッセルドルフ大学はその南エリアの広

い敷地にキャンパスを構え、中央駅から電車で約 1

５分でアクセスできる好立地にありながら、落ち着

いた環境を持つ総合大学である。 

 

2． 日本語教育実習の概要 

本実習に参加した教育実習生（以下、実習生）は 2

名であった。実習では約 10か月、2学期間（秋冬学

期・春夏学期）にわたって、主に⑴TA（ティーチング

アシスタント）、⑵宿題添削、⑶教壇実習の 3つの業

務に携わった。それぞれの業務では指導教員にあた

る日本人日本語教師の先生方にご指導いただいた。 

現代日本学科で日本語を学ぶ学生数は、初級（日

本語Ⅰ・Ⅱ）4クラス約 80名、中級（日本語Ⅲ・Ⅳ）

3 クラス約 50 名である。どのレベルも、週 5 日、1

日 1 コマ日本語の授業があり、その都度プリント 1

～2 枚の宿題を出し、語彙リストや教科書の練習問

題の予習も課すというカリキュラム編成になってい

る。初級の授業は、現代日本学を専攻する学生だけ

でなく、副専攻とする学生も受講できるのに対し、

中級の授業は、現代日本学を専攻する学生のみが受

講できる。 

さらに、本実習では、秋冬学期の修士課程の授業

にも TAとして参加させていただく機会を得た。アカ

デミックジャパニーズを受講している修士課程の学

生は 6名ほどであった。 

表１は秋冬学期に割り当てられた実習担当時間割

である。以下、業務内容について項目を分けて説明

する。 

 

2.1 TA 

 TAとして参加した日本語Ⅰ～Ⅳの授業では、誤字

や発音をチェックしたり、ペアワークや質問対応を

行ったりした。教室の中を歩いて学生に声をかける

ことにより、授業の雰囲気をつかみ、学生との接し

方を学ぶことができた。修士課程の授業では、研究

発表が期末課題として設定されていた。プレゼンテ

ーションの指導のほか、イントネーションや長音、

アクセントなど発音面の練習をサポートした。 

 

表 1 実習生の時間割（秋冬学期） 

 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 

8:30～10:00 日本語Ⅰ （日本語Ⅲ） 日本語Ⅰ 

教壇実習 

 日本語Ⅲ 

10：30～12:00 日本語Ⅰ 日本語Ⅲ 日本語Ⅰ 

教壇実習 

 （日本語Ⅲ） 

12：30～14：00    アカデミック

ジャパニーズ 

日本語Ⅲ 

14：30～16:00  （日本語Ⅲ）    
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2.2 宿題添削 

宿題の提出はデュッセルドルフ大学のオンライン

システム上に行われる。提出された宿題をダウンロ

ードし、タブレット端末で添削した後、再度システ

ムにアップロードして学生に返却するという流れだ

った。基本的に提出翌日に返却するのが決まりであ

り、教員と実習生で分担して行った。初級と中級の

宿題提出がかぶった時は、1日に 40名分の宿題を添

削することもあり、時間と労力がかかる作業である。

しかし、この作業を通して、学習者がつまずきやす

いポイントを知ることができるため、授業を構成す

る際のヒントになったり、質問への返答をブラッシ

ュアップできたりとさまざまなところで役に立った。

また、学期中 5 回ほど、初級も中級も作文の宿題が

あり、休日の過ごし方や好きなもの、地元のおすす

めの場所といったテーマで 400 字程度の文章を添削

した。はじめの頃は横書きの形式に戸惑ったり、カ

タカナ表記の仕方に正しいかどうか不安を感じたり

したが、辞書やインターネットで調べるうちに次第

に慣れていった。学生のことを知る良い機会になり、

課題のファイルに感想やコメントをそえることで学

生とのコミュニケーションもはかどり、とても楽し

い経験であった。 

 

2.3 教壇実習 

 水曜日の初級日本語Ⅰ・Ⅱの授業を 2 週間ごとに

もう一人の実習生と交代しながら担当した。自分が

担当していない週の授業には TAとして参加した。 

 教材は『みんなの日本語初級Ⅰ』『みんなの日本語

初級Ⅱ』（スリーエーネットワーク）を使用した。授

業内容はドリル練習が中心だった。学生は授業前に

学習する範囲の文法解説ビデオを予め視聴するほか、

実習生が担当する一つ前の授業で導入や文法の説明

を受けることになっている。そのため、復習として

軽くおさらいしたあとは、授業の大半を教科書の練

習問題を解く時間や、オリジナルゲームによる文型

練習の時間に使った。ただ、学期中 3 回ほど文型を

導入することもあった。 

 教案は授業担当週の前の金曜日までに作成し、指

導教員に提出しなければならない。フィードバック

を受けることで効率的な進め方を学ぶ。学期全体の

カリキュラムのほかに、週間の細かい授業計画書が

配布されるので、それぞれに従って教案を作成した。

指導教員の添削を参考に修正を加えたあと、パワー

ポイントを用意し、独自で考案したドリル練習に必

要な教材を印刷するなどの準備をする。 

 授業後は、指導教員ともう一人の実習生からコメ

ントを寄せられる。授業の構成や指示の出し方、目

標とする技能（読む・話す・聞く・書く）のどの技能

に集中させるかなど、さまざまな視点でアドバイス

をもらった。 

 

3． ブロックコース 

春休み中に希望者のみが参加できるブロックコー

スという集中講座が開講され、私たち実習生は初級

クラスを 2 日間担当した。『みんなの日本語初級Ⅰ』

第 1～17 課で扱った文法・語彙・表現・漢字の復習

ができる活動を実習生 2人で考え実施した。表 2は

 

表 2 ブロックコースの授業内容 

 1日目 2日目 

1コマ目 

9:00～10:30 

ウォーミングアップ 

タスク（＝プレゼンテーション）の

説明 

作成したプレゼンテーションの内容を

確認・更新 

2コマ目 

10:45～11：45 

『みんなの日本語初級Ⅰ』 

第 1～17課復習 

漢字プリント 

第 1～14課復習 

（休憩）   

3コマ目 

12:45～13:45 

プレゼンテーションで用いる表現の

練習 

発表練習 

4コマ目 

14:00～15:00 

プレゼンテーションの内容をグルー

プで作成 

発表 

振り返り 
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